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自動運転サービスが社会実装するために必要となる技術

面（道路構造、通信機器等）および社会受容性のあり方

等について検討した。

自動運転サービス実証実験の概要

２－１　実証実験の目的

　本調査研究で対象とする自動運転サービス実証実験は、

高齢化が進行する中山間地域において、人流・物流を確

保するため、「道の駅」等を拠点とした自動運転サービス

を路車連携で社会実験・実装することを目的に実施してい

る（図１）。
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はじめに

　国土交通省は平成 28年 12月に「国土交通省自動運転

戦略本部」を立ち上げ、物流や中山間地域をはじめとする

公共交通への活用戦略、車両の技術基準等の自動運転に

まつわる重要事項に関する方針を検討しており、その中で、

超高齢化等が進む中山間地域において、自動運転車両を

活用することにより、人流・物流を確保し、地域活性化に

繋げることを目的とした、「道の駅」等を拠点とする自動

運転サービスの実証実験を計画し、平成 29年度夏頃より

開始した。

　そこで本調査研究は、自動運転車両が進展する状況を

踏まえ、実証実験において取得された実験データ等から、
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本調査研究では、中山間地における人流・物流に対する課題の解消を目的とする、道の駅など地域の拠点を核とした自動

運転サービスの速やかな社会実装を行うため、様々な条件下における課題をそれぞれ把握し、持続的な運営に向けた検討

を行った。
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出典：国土交通省自動運転戦略本部 第２回会合（平成29年３月 29日）資料１より抜粋
図１　自動運転サービスイメージ

中山間地域における「道の駅」を拠点と
した自動運転サービスについて

江種　基、浜田　誠也
ITS・新道路創生本部

20 21



を走行させた地域指定型、公募型の計 13箇所を対象とし

た（図２）。

２－３　実験車両

　実験に用いた車両は、応募のあった実験車両協力者４

者の車両である（図３）。

　タイプは大きくはバスタイプと乗用車タイプに分けられ

２－２　実証実験の実施箇所とサービス

　実証実験は主に技術的な検証を実施する地域指定型５

箇所、主にビジネスモデルを検討する公募型８箇所、お

よびビジネスモデルの更なる具体化に向けてフィージビリ

ティスタディ（FS）を机上にて検討する５箇所にて行わ

れている。本調査研究では、現地において自動運転車両
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図 � ⮬ᕫ⨨≉ᐃの課題 

出典：中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転ビジネスモデル検討会配布資料より
図３　平成 29年度実証実験に使用した車両
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図２　平成 29年度実証実験箇所位置図
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3
折待ち車両による死角のため判別できない状況がある（図

５）。

（３）センサーの精度

　障害物を検知するためのセンサーにより安全な走行を

行うものであるが、雪・霧・雨等の悪天候時にセンサーの

検知性能が低下する。また、路面の凹凸等や植樹、草が

車道にはみ出している等している場合にセンサーが障害物

と検知し、停止してしまう。

（４）人との協調

　人間が運転する場合は、周辺の状況やドライバーの運転

を予測していることもあるが、実験に用いた自動運転車両

は把握した現在の周辺状況を判断して車両を制御するもの

であった。そのため、歩行者や自転車等が車両に接近する

と緊急停止することもあり、また、譲り合い等の普段のドラ

イバー同士のコミュニケーションができないため、狭隘道

路での離合等では走行等の判断ができないこともある。

（５）社会受容性

　自動運転車を用いたサービスを社会実装するためには、

サービスを受けるユーザーおよびサービスを展開する地域

に受け入れられる必要があり、以下の２つの社会受容性

がある。

　① 地域に提供する「自動運転輸送サービス」の社会受

容性

　②「自動運転」自体の社会受容性

３－２　検証項目と検証方法の設定

　３－１にて整理した自動運転車両の社会実装の課題と

考えられる項目から検証内容を検討し、設定した。大きく

分類すると①道路交通、②地域環境、③社会受容性に分

ており、ヤマハ発動機株式会社以外の車両は、あらかじ

め作成した高精度の地図情報と自車の位置を組み合わせ

て状況・事象に応じて、制御するものである。

実証実験の検証項目の検討
　自動運転車両の特徴から社会実装の課題を整理し、実

証実験の検証項目を検討の上、検証方法を検討した。

３－１　自動運転車両の社会実装の課題整理

（１）自己位置特定

　自動運転車両のうち３次元地図と高精度センサーの照

合を行うものは、橋梁やトンネルなどで同じ景色が続くと

自己位置が特定できないという課題がある。また、自己位

置の特定をGPSにて行う場合には、ビルの反射や上空の

遮蔽により精度が低下する（図４）。

（２）カメラ画像の判断

　信号現示の判別を可視光カメラで行う場合には逆光等

により判別できない状況が発生する。また、右折時では対

向直進車の接近状況等の判別が必要であるが、対向の右

3
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る地ᇦにཷけධれられる必要があり、௨下のࡍを展開ࢫࣅ � つの♫会ཷᐜᛶがある。 

 ձ地ᇦにᥦ౪ࡍる「⮬ື㐠㌿㍺㏦ࢫࣅ࣮ࢧ」の♫会ཷᐜᛶ 

 ղ「⮬ື㐠㌿」⮬体の♫会ཷᐜᛶ 
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（㸯）にて整理した⮬ື㐠㌿㌴୧の♫会ᐇの課題と考えられる㡯┠ら検ドෆᐜを検討し、

タᐃした。ࡁくศ㢮ࡍるとձ道路㏻、ղ地ᇦ⎔ቃ、ճ♫会ཷᐜᛶにศけられている（⾲ �）。 
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図５　自動運転車両の不得意な画像判断の例
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䖃�ḟඖ地ᅗと高⢭ᗘ
䝉䞁䝃の↷ྜ

䖃高⢭ᗘ*36䠄57.�*36䠅

� ྠ䛨ᬒⰍ䛜⥆䛟と⮬ᕫ⨨≉
ᐃ䛜で䛝ない䠄䠖ᶫ䞉䝖䞁䝛ル➼䠅

� ビルのᑕ䜔上空の㐽ⶸに
䜘䜚⢭ᗘపୗ

⾨ᫍ

57.�*36
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（２）ᐇドᐇ㦂のᐇ⟠ᡤとࢧーࣅス 

ᐇドᐇ㦂はにᢏ⾡ⓗな検ドを

ᐇࡍる地ᇦᣦᐃᆺ � ⟠ᡤ、に

るබເᆺࡍを検討ࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅ

� ⟠ᡤ、およࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅࡧの更

なるල体化に向けてࣜࣅࢪ࣮ࣇ

をᮘ上にて検（6(）ࢹࢱࢫࢸ

討ࡍる � ⟠ᡤにて行われている。

本ㄪᰝ研究では、⌧地において⮬

ື㐠㌿㌴୧を㉮行ࡉせた地ᇦᣦᐃ

ᆺ、බເᆺの計 �� ⟠ᡤを対㇟とし

た（図 �）。                 図 � ᖹᡂ �� 年ᗘᐇドᐇ㦂⟠ᡤ⨨図 
出典：中ᒣ間地ᇦにおける道の㥐等をᣐⅬとした⮬ື㐠㌿ࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅ検討会㓄ᕸ資料より 

（３）ᐇ㦂車୧ 

ᐇ㦂に用いた㌴୧は、応ເ

のあったᐇ㦂㌴୧༠ຊ⪅�⪅

の㌴୧である（図 �）。 
ࢱࢫࣂくはࡁはࣉࢱ

にศけらࣉࢱと用㌴ࣉ

れており、ࣖࣁ࣐発ືᶵᰴᘧ

会♫௨እの㌴୧は、あらࡌ

め作成した高⢭度の地図

ሗと⮬㌴の⨨を⤌ྜࡳわ

せて≧ἣ・事㇟に応ࡌて、制

ᚚࡍるࡶのである。 
図 � ᖹᡂ �� 年ᗘᐇドᐇ㦂に用ࡋた車୧ 

出典：中ᒣ間地ᇦにおける道の㥐等をᣐⅬとした⮬ື㐠㌿ࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅ検討会㓄ᕸ資料より 
 

３．ᐇドᐇ㦂の検ド項┠の検討 

⮬ື㐠㌿㌴୧の≉ᚩら♫会ᐇの課題を整理し、ᐇドᐇ㦂の検ド㡯┠を検討の上、検ド方ἲ

を検討した。 

（㸯）⮬ື㐠㌿車୧の♫ᐇの課題ᩚ⌮ 

㸯）⮬ᕫ⨨≉ᐃ 

⮬ື㐠㌿㌴୧の࠺ち � ḟඖ地図と高⢭度ࢧࣥࢭ

࣮の↷ྜを行ࡶ࠺のは、橋ᱱやࣝࢿࣥࢺなでྠ

課࠺ないといࡁᬒⰍが続くと⮬ᕫ⨨が≉ᐃでࡌ

題がある。また、⮬ᕫ⨨の≉ᐃを *36 にて行࠺

ሙྜには、ࣝࣅのᑕや上空の㐽ⶸにより⢭度が

ప下ࡍる（図 �）。 

図 � ⮬ᕫ⨨≉ᐃの課題 図４　自己位置特定の課題
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おいて解決すべき事象が確認されている。②地域環境につ

いてはセンサーや自己位置特定といった車両の性能に関す

る項目において解決すべき事象が確認されている。

４－２　社会受容性の検証結果

　社会受容性の検証結果として以下のアンケート結果か

ら整理した（図７）。アンケート回答者の属性は、回答者

数：　1,240 人（男性：60.5％、女性：39.5％）、高齢者率（65

歳以上）：39.2％、運転免許保有率：89.4％であった。問に

対する主な結果は以下の通り。

　問１、問２：日常的な移動手段の充実に期待する割合が

高く、４割を占めた。一方、懸念される事項としては、車

両の不具合やメンテナンス対応などが上位を占めた。

　問３：乗車した後の方が、自動運転技術を信頼できると

回答した割合が高かった。また、「運転手不在の乗車」の

みで集計した場合でも、信頼できると回答した割合は乗

車前と比べて高くなった。

　問４：自動運転車両を用いた公共交通の将来の利用意

向は高い。特に、将来の日常的な移動に不安がある人や、

けられている（表１）。

　検証内容の検証方法としては、①道路交通、②地域環

境については、実験中に発生した自動運転の停止や手動

運転介入などのインシデントを運行記録・車両データ等か

ら把握し、車両に設置したカメラ映像と照合することで、

状況把握・要因推定を行うこととした（図６）。③社会受

容性は、実験に参加した乗車モニター、周辺住民へのア

ンケート調査により把握することとした。

実証実験結果
　平成 29年度の実証実験における検証結果について技術

面、社会受容性面にて整理した。

４－１　技術面の検証結果

　検証項目のうち①道路交通、②地域環境に関する技術面

の検証結果について、整理した（表２）。①道路交通につ

いては、車両の周辺検知、走行性能が概ね実証されている

が、積雪や路駐車両といった道路の管理水準に係る項目に

4
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 ീのุ᩿⏬࣓ࣛ࢝（２

ಙྕ⌧♧のุูをྍどග࣓ࣛ࢝で行࠺ሙྜには㏫ග等によりุูでࡁない≧ἣが発⏕ࡍる。ま

た、ྑᢡ時では対向┤進㌴の᥋近≧ἣ等のุูが必要であるが、対向のྑᢡᚅち㌴୧によるṚゅ

のためุูでࡁない≧ἣがある�図 ��。 
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㞀ᐖ物を検▱ࡍるための࣮ࢧࣥࢭによりᏳな㉮行を行ࡶ࠺のであるが、㞷・㟝・㞵等のᝏኳ
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る地ᇦにཷけධれられる必要があり、௨下のࡍを展開ࢫࣅ � つの♫会ཷᐜᛶがある。 
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（２）検ド項┠と検ド᪉ἲのタᐃ 

（㸯）にて整理した⮬ື㐠㌿㌴୧の♫会ᐇの課題と考えられる㡯┠ら検ドෆᐜを検討し、

タᐃした。ࡁくศ㢮ࡍるとձ道路㏻、ղ地ᇦ⎔ቃ、ճ♫会ཷᐜᛶにศけられている（⾲ �）。 
⾲ � ⮬ື㐠㌿車୧の不ᚓពな⏬ീุ᩿の 

㡯┠㻌 ᑠ㡯┠㻌 ᳨ドෆ容㻌

①道路㏻㻌
䕿┦にな㏻⾜の䛯䜑の道路ᵓ㐀のせ௳㻌
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㻌

表１　自動運転車両の不得意な画像判断の例
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検ドෆᐜの検ド方ἲとしては、ձ道路㏻、ղ地ᇦ⎔ቃについては、ᐇ㦂中に発⏕した⮬ື㐠

㌿のṆやᡭື㐠㌿ධなのࢺࣥࢹࢩࣥを㐠行グ㘓・㌴୧ࢱ࣮ࢹ等らᢕᥱし、㌴୧にタ⨨

した࣓ࣛ࢝ᫎീと↷ྜࡍるࡇとで、≧ἣᢕᥱ・要ᅉ᥎ᐃを行ࡇ࠺ととした（図 6）。ճ♫会ཷᐜᛶ

は、ᐇ㦂にཧຍした㌴࣮ࣔࢱࢽ、࿘㎶ఫ民へのࢺ࣮ࢣࣥㄪᰝによりᢕᥱࡍるࡇととした。 

䛆ᐇドᐇ㦂୰のᐇ㡯䛇
䞉ㄪᰝဨ䛿、ලྜ➼Ⓨ⏕᪥を䜲䝧䞁䝖䝻䜺䞊➼に䜘䜚グ㘓

↷ྜ

䜹䝯䝷ᫎീᐇ㦂㌴୧䛛䜙
ྲྀᚓ䛥䜜る䝕䞊䝍

䜲䝧䞁䝖
䝻䜺䞊
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図 6 ᐇドᐇ㦂୰のᐇ事項 

 

㸲．ᐇドᐇ㦂⤖ᯝ 

ᖹ成 �� ᖺ度のᐇドᐇ㦂における検ド⤖ᯝについてᢏ⾡㠃、♫会ཷᐜᛶ㠃にて整理した。 

 

（㸯）ᢏ⾡㠃の検ド⤖ᯝ 

検ド㡯┠の࠺ちձ道路㏻、ղ地ᇦ⎔ቃに㛵ࡍるᢏ⾡㠃の検ド⤖ᯝについて、整理した（⾲ �）。
ձ道路㏻については、㌴୧の࿘㎶検▱、㉮行ᛶ⬟がᴫࡡᐇドࡉれているが、✚㞷や路㥔㌴୧と

いった道路の⟶理Ỉ‽にಀる㡯┠においてゎỴࡁࡍ事㇟が☜ㄆࡉれている。ղ地ᇦ⎔ቃについ

ては࣮ࢧࣥࢭや⮬ᕫ⨨≉ᐃといった㌴୧のᛶ⬟に㛵ࡍる㡯┠においてゎỴࡁࡍ事㇟が☜ㄆࡉ

れている。 

⾲ � ᢏ⾡㠃の検ド⤖ᯝ 
 （のࡶࡁࡍ㸸な㉮⾜のためにゎỴەࠊのࡶいࡋᮃまࡀとࡇるࢀࡉゎᾘࡣ㸸な㉮⾜のためにࠐ）

᳨ド㡯┠ 㡯┠ ☜ㄆ䛥䜜䛯㇟

ᖜဨ
䕿Ṍ道䛜な䛟路⫪䜒⊃い区間で䛿、Ṍ⾜⪅䞉⮬㌿㌴を᳨▱し、㉮⾜Ṇ䜔
ᡭື㐠㌿でᅇ㑊のሙྜ䛒䜚
䕿ಙྕの↓いᕪⅬに䛚い䛶䛿㐍ධする㌴とのㆡ䜚ྜい䜔᳨▱䛜Ⓨ⏕
し、㉮⾜Ṇ䜔ᡭື㐠㌿でᅇ㑊のሙྜ䛒䜚

䕿ぢ㏻しのᝏいᕪⅬ➼で䛿、䛒䜙䛛䛨䜑ᡭື㐠㌿とするሙྜ䛒䜚

ᑐྥ㌴
䕿䠍㌴⥺➼の⊃㝼な区間で䛿、ᑐྥ㌴を᳨▱し、㉮⾜Ṇ䜔ᡭື㐠㌿で
ᅇ㑊のሙྜ䛒䜚

ᚋ⥆㌴ 䕿ప㏿㉮⾜の㌴୧䛿、ᚋ⥆㌴の㏣い㉺しཪ䛿␃䛜Ⓨ⏕するሙྜ䛜䛒䜚

᳜᱂
䕿㉮⾜⨨の設ᐃに䜘䛳䛶䛿、ἢ道の᳜᱂䞉㞧ⲡ䠄ཪ䛿道路区ᇦに䛿み
ฟし䛯᳜᱂䞉㞧ⲡ䠅を᳨▱し䛶㉮⾜Ṇ䜔ᡭື㐠㌿でᅇ㑊

積㞷 䖃道路⬥䜈㝖㞷し䛯㞷䛜㉮路㜼ᐖとなるሙྜ䛒䜚

路㥔㌴୧ 䖃路上㥔㌴㌴୧を᳨▱し䛯ሙྜに䛿、㉮⾜Ṇཪ䛿ᡭື㐠㌿でᅇ㑊

䕿ᣐⅬ空間に䛚䛡る道路ᵓ㐀のせ௳ 䝇䝨䞊䝇 䕿Ṍ⾜⪅䜔㍯㌴を᳨▱し、㉮⾜Ṇ䜔ᡭື㐠㌿でᅇ㑊のሙྜ䛒䜚
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図６　実証実験中の実施事項
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3

運転免許の返納意向がある人の方が、高い傾向にある。

社会実装に向けた課題と解決の方向性
　自動運転サービスの実施に向けた実証実験を踏まえた

各段階の課題の整理および解決の方向性について検討を

行った（表３）。解決策の方向性では、対象とする地域が

中山間地域であり、限られた予算の中で運営していくこと

を鑑みて、地域の協力という観点で検討を行っている。し

たがって、計画段階における地元との課題の共有を行っ

た上での合意形成が重要と考える。

持続的な運営のための検討
　自動運転サービスの社会実装のためには、地域特性と

の整合性と自動運転車両を含めた運営形態（事業スキー

ム）の継続性を確保することが重要と考え、ビジネスモデ

ルの検討を行った（図８）。

６－１　貨客混載モデル

　利用者から運賃や運送費を徴収すること（BtoC）でサ

ービスを運営するモデルとして貨客混載型のビジネスモデ

ルがある。このモデルでは、サービス運営主体が運賃・

5

6

 � 

（２）♫ཷᐜᛶの検ド⤖ᯝ 

♫会ཷᐜᛶの検ド⤖ᯝとして௨下の

。ら整理した（図 �）ᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥ

 ：ᩘ⪅⟆ᅇ⟅⪅のᒓᛶは、ᅇࢺ࣮ࢣࣥ

����� ே�⏨ᛶ：6���㸣、女ᛶ：����㸣）、

高齢⪅⋡（6� ṓ௨上）：����㸣、㐠㌿ච

チಖ᭷⋡：����㸣であった。ၥに対ࡍる

な⤖ᯝは௨下の㏻り。 
ၥ �、ၥ �：日ᖖⓗな⛣ືᡭẁのᐇに

ᮇᚅࡍるྜが高く、� を༨めた。一方、

ᠱᛕࡉれる事㡯としては、㌴୧の不ලྜや

 。が上を༨めた対応なࢫࣥࢼࢸ࣓ࣥ
ၥ �：㌴した後の方が、⮬ື㐠㌿ᢏ⾡

をಙ㢗でࡁるとᅇ⟅したྜが高った。

また、「㐠㌿ᡭ不ᅾの㌴」のࡳで㞟計し

たሙྜでࡶ、ಙ㢗でࡁるとᅇ⟅したྜは

㌴๓とẚて高くなった。 
ၥ �：⮬ື㐠㌿㌴୧を用いたබඹ㏻の

ᑗ᮶の用ព向は高い。≉に、ᑗ᮶の日ᖖ

ⓗな⛣ືに不Ᏻがあるேや、㐠㌿චチの㏉

⣡ព向があるேの方が、高いഴ向にある。     図 � ♫ཷᐜᛶࣥケート⤖ᯝ 
出典：中ᒣ間地ᇦにおける道の㥐等をᣐⅬとした⮬ື㐠㌿ࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅ検討会㓄ᕸ資料より 

 

㸳．♫ᐇに向けた課題とゎỴの᪉向ᛶ 

⮬ື㐠㌿ࢫࣅ࣮ࢧのᐇに向けたᐇドᐇ㦂を㋃まえたྛẁ㝵の課題の整理およࡧゎỴの方向ᛶ

について検討を行った（⾲ �）。ゎỴ策の方向ᛶでは、対㇟とࡍる地ᇦが中ᒣ間地ᇦであり、㝈ら

れたண⟬の中で㐠Ⴀしていくࡇとを㚷ࡳて、地ᇦの༠ຊとい࠺ほⅬで検討を行っている。したが

って、計画ẁ㝵における地ඖとの課題のඹ᭷を行った上でのྜព形成が㔜要と考える。 
⾲ � ♫ᐇに向けた課題とゎỴの᪉向ᛶ 
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出典：中山間地域における道の駅等を拠点とした
自動運転ビジネスモデル検討会配布資料より

図７　社会受容性アンケート結果
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図 6 ᐇドᐇ㦂୰のᐇ事項 

 

㸲．ᐇドᐇ㦂⤖ᯝ 

ᖹ成 �� ᖺ度のᐇドᐇ㦂における検ド⤖ᯝについてᢏ⾡㠃、♫会ཷᐜᛶ㠃にて整理した。 
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表２　技術面の検証結果

　※中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転ビジネスモデル検討会配布資料を参考に編集
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今後の課題
　本調査研究では、平成 29年度に実施した中山間地域に

おける道の駅等を拠点とした自動運転サービス実証実験

結果から技術面と社会受容性の点で社会実装における課

題と解決の方向性を検討した。さらに今後の地域での運

営形態のあり方としてビジネスモデルを検討した。対象と

した実験は１週間程度の実験であったことから、社会実装

の実現のためには長期間の実験を通した課題の確認等が

必要となってくる。長期間の実験を通して、技術面におい

ては、気象状況・道路状況の変化や地域住民・ドライバ

ーの慣れによる手動介入の減少などの把握を行い、社会

受容性では同一モニターが複数回利用することによる変化

の把握が必要となる。また、今後の地域での運用を見据え、

モビリティサービスの人材育成や課題解決意識の醸成、

実験のオペレーションや車両のドライバーを地域住民、地

元企業が担う仕組み等を検討することも必要である。

7運送収入による継続的な事業運営を行うことで、地域住

民の地域交通や地域生活の利便性向上だけではなく、観

光客への二次交通の確保、観光地移動の利便性向上、農

家や工芸家への商品納入等の作業負荷軽減、道の駅への

集荷支援による品揃えの充足、及び買い物支援による販

売促進も同時に図る。

６－２　福祉・民間事業モデル

　送迎や集荷を要する事業者等から送迎業務を受託

（BtoB）してサービスを運営するモデルとして、福祉・民

間事業モデルがある。このモデルでは、サービス運営主

体が民間事業者等からの委託費による継続的な事業運営

を行うことで、貨客混載モデルと同様の地域住民等への

利便向上を図り、さらに民間事業施設の送迎サービスの

提供による販売促進等、福祉施設における送迎の外部委

託による車両運行等の負荷軽減、および施設利用者への

施設移動の利便性向上を図る。

 6 

６．ᣢ⥆ⓗな㐠Ⴀのための検討 

⮬ື㐠㌿ࢫࣅ࣮ࢧの♫会ᐇのためには、地ᇦ≉ᛶとの整ྜᛶと⮬ື㐠㌿㌴୧をྵめた㐠Ⴀ形

ែ（事業࣒࣮࢟ࢫ）の⥅続ᛶを☜ಖࡍるࡇとが㔜要と考え、ࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅの検討を行った（図 �）。 
 

（㸯）㈌ᐈΰ㍕ࣔࢹル 

用⪅ら㐠㈤や㐠㏦㈝をᚩࡍるࡇと（%WR&）でࢫࣅ࣮ࢧを㐠Ⴀࡍるࣔࣝࢹとして㈌ᐈΰ㍕

ᆺのࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅがある。ࡇのࣔࣝࢹでは、ࢫࣅ࣮ࢧ㐠Ⴀ体が㐠㈤・㐠㏦ධによる⥅続ⓗ

な事業㐠Ⴀを行ࡇ࠺とで、地ᇦఫ民の地ᇦ㏻や地ᇦ⏕活の౽ᛶ向上ࡔけではなく、ほගᐈへ

のḟ㏻の☜ಖ、ほග地⛣ືの౽ᛶ向上、㎰ᐙやᕤⱁᐙへのၟရ⣡ධ等の作業㈇Ⲵ㍍ῶ、道

の㥐への㞟Ⲵᨭによるရᥞえの㊊、ཬࡧ㈙い物ᨭによる㈍ಁ進ྠࡶ時に図る。 
 

（２）⚟♴・Ẹ間事業ࣔࢹル 

㏦㏄や㞟Ⲵを要ࡍる事業⪅等ら㏦㏄業ົをཷク（%WR%）してࢫࣅ࣮ࢧを㐠Ⴀࡍるࣔࣝࢹとし

て、⚟♴・民間事業ࣔࣝࢹがある。ࡇのࣔࣝࢹでは、ࢫࣅ࣮ࢧ㐠Ⴀ体が民間事業⪅等らのጤ

ク㈝による⥅続ⓗな事業㐠Ⴀを行ࡇ࠺とで、㈌ᐈΰ㍕ࣔࣝࢹとྠᵝの地ᇦఫ民等への౽向上を

図り、ࡉらに民間事業タの㏦㏄ࢫࣅ࣮ࢧのᥦ౪による㈍ಁ進等、⚟♴タにおける㏦㏄のእ

㒊ጤクによる㌴୧㐠行等の㈇Ⲵ㍍ῶ、およࡧタ用⪅へのタ⛣ືの౽ᛶ向上を図る。 
 ルࢹẸ間事業ࣔ・♴⚟ە             ルࢹ㈌ᐈΰ㍕ࣔە

 

 

図 � ࣅジネスࣔࢹル（ᕥ㸸㈌ᐈΰ㍕ࣔࢹルྑࠊ㸸⚟♴・Ẹ間事業ࣔࢹル） 

 

㸵．今後の課題 

本ㄪᰝ研究では、ᖹ成 �� ᖺ度にᐇした中ᒣ間地ᇦにおける道の㥐等をᣐⅬとした⮬ື㐠㌿ࢧ

らᢏ⾡㠃と♫会ཷᐜᛶのⅬで♫会ᐇにおける課題とゎỴの方向ᛶを検討ᐇドᐇ㦂⤖ᯝࢫࣅ࣮

した。ࡉらに今後の地ᇦでの㐠Ⴀ形ែのあり方としてࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅを検討した。対㇟としたᐇ

㦂は � 㐌間⛬度のᐇ㦂であったࡇとら、♫会ᐇのᐇ⌧のためには㛗ᮇ間のᐇ㦂を㏻した課題

の☜ㄆ等が必要となってくる。㛗ᮇ間のᐇ㦂を㏻して、ᢏ⾡㠃においては、Ẽ㇟≧ἣ・道路≧ἣ

のኚ化や地ᇦఫ民・࣮ࣂࣛࢻの័れによるᡭືධのῶᑡなのᢕᥱを行い、♫会ཷᐜᛶでは

ྠ一࣮ࣔࢱࢽが」ᩘᅇ用ࡍるࡇとによるኚ化のᢕᥱが必要となる。また、今後の地ᇦでの㐠用

をぢᤣえ、ࣔࢫࣅ࣮ࢧࢸࣜࣅのேᮦ⫱成や課題ゎỴព㆑の㔊成、ᐇ㦂のࣥࣙࢩ࣮ࣞ࣌࢜や㌴୧

の࣮ࣂࣛࢻを地ᇦఫ民、地ඖ業がᢸ࠺⤌ࡳ等を検討ࡍるࡇとࡶ必要である。 

図８　ビジネスモデル（左：貨客混載モデル、右：福祉・民間事業モデル）

 � 

（２）♫ཷᐜᛶの検ド⤖ᯝ 

♫会ཷᐜᛶの検ド⤖ᯝとして௨下の

。ら整理した（図 �）ᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥ

 ：ᩘ⪅⟆ᅇ⟅⪅のᒓᛶは、ᅇࢺ࣮ࢣࣥ

����� ே�⏨ᛶ：6���㸣、女ᛶ：����㸣）、

高齢⪅⋡（6� ṓ௨上）：����㸣、㐠㌿ච

チಖ᭷⋡：����㸣であった。ၥに対ࡍる

な⤖ᯝは௨下の㏻り。 
ၥ �、ၥ �：日ᖖⓗな⛣ືᡭẁのᐇに

ᮇᚅࡍるྜが高く、� を༨めた。一方、

ᠱᛕࡉれる事㡯としては、㌴୧の不ලྜや

 。が上を༨めた対応なࢫࣥࢼࢸ࣓ࣥ
ၥ �：㌴した後の方が、⮬ື㐠㌿ᢏ⾡

をಙ㢗でࡁるとᅇ⟅したྜが高った。

また、「㐠㌿ᡭ不ᅾの㌴」のࡳで㞟計し

たሙྜでࡶ、ಙ㢗でࡁるとᅇ⟅したྜは

㌴๓とẚて高くなった。 
ၥ �：⮬ື㐠㌿㌴୧を用いたබඹ㏻の

ᑗ᮶の用ព向は高い。≉に、ᑗ᮶の日ᖖ

ⓗな⛣ືに不Ᏻがあるேや、㐠㌿චチの㏉

⣡ព向があるேの方が、高いഴ向にある。     図 � ♫ཷᐜᛶࣥケート⤖ᯝ 
出典：中ᒣ間地ᇦにおける道の㥐等をᣐⅬとした⮬ື㐠㌿ࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅ検討会㓄ᕸ資料より 

 

㸳．♫ᐇに向けた課題とゎỴの᪉向ᛶ 

⮬ື㐠㌿ࢫࣅ࣮ࢧのᐇに向けたᐇドᐇ㦂を㋃まえたྛẁ㝵の課題の整理およࡧゎỴの方向ᛶ

について検討を行った（⾲ �）。ゎỴ策の方向ᛶでは、対㇟とࡍる地ᇦが中ᒣ間地ᇦであり、㝈ら

れたண⟬の中で㐠Ⴀしていくࡇとを㚷ࡳて、地ᇦの༠ຊとい࠺ほⅬで検討を行っている。したが

って、計画ẁ㝵における地ඖとの課題のඹ᭷を行った上でのྜព形成が㔜要と考える。 
⾲ � ♫ᐇに向けた課題とゎỴの᪉向ᛶ 

㡯┠㻌 ㄢ㢟㻌 ゎỴの᪉ྥᛶ䠄地ᇦの༠ຊ䠅㻌

㻝䠅ィ⏬ẁ㝵㻌 ①ル䞊䝖䠄䝺䝧ル 㻠 区間䠅の設ᐃ㻌
⮬ື㐠㌿䝃䞊ビ䝇䞉地ᇦㄢ㢟䜈の体ⓗな活ື䜈の⌮ゎ㻌

㌴⥺ቑῶ⟠ᡤな䛹の」㞧なุ᩿をᚲせとする⟠ᡤを㑊䛡る㻌

㻞䠅道路䞉㏻㻌

②ᚋ⥆㌴の㏣㉺しを⪃៖し䛯ᖜဨ㻌
⮬ື㐠㌿㌴୧を㏣いᢤ䛡る␃ᡤ䞉ᚅ㑊ሙを設䛡、㏻ᖖ㐠⾜に

䛿㏣いᢤ䛛ない㻌

③Ṍ⾜⪅䞉䝅ル䝞䞊䜹䞊䞉⮬㌿㌴とのඹᏑ㻌 人ᐙ䛜㐃ᢸし䛶いる地ᇦな䛹で䛿、㘒⥈に␃ព㻌

䐢᳜᱂の⦾ⱱ㻌 ࿘㎶ఫẸの༠ຊに䜘る道路に䛿みฟし䛯᳜᱂の⟶⌮㻌

䐣ᖜဨ⊃ᑠ区間㻌 ᖜဨの⊃い区間で䛿、↓⌮な㏿ᗘ䜔㉮⾜⨨で㉮⾜しない㻌

䐤路⫪㥔㌴㌴୧㻌 㐠⾜ル䞊䝖上の路上㥔㌴をしない㻌

䐥ฟい㢌、ᕪⅬでの一⯡㌴とのΰᅾ㻌 㐠⾜ル䞊䝖上のಙྕの↓いᕪⅬで䛿、ᕪⅬ㐍ධに␃ពする㻌

㻟䠅地ᇦ⎔ቃ㻌
䐦㝖㞷䜔⤖㜵Ṇのᩓᕸ➼㻌 ㉮⾜ル䞊䝖上の㝖㞷䞉道路⟶⌮㻌

䐧積㞷に䜘るᙳ㡪䠄敷地ෆに䛚䛡る㥔㌴㌴୧䠅㻌 ㉮⾜ル䞊䝖上の㝖㞷䞉道路⟶⌮㻌

㻠䠅㐠Ⴀ㻌 䐨⮬ື㐠㌿㌴୧の⟶⌮䠄䝗䝷䜲䝞䞊䠅㻌 地ᇦఫẸ⮬䜙䛜㐠㌿ᡭとなるな䛹ᣢ⥆ྍ⬟な⤌みస䜚㻌

 

表３　社会実装に向けた課題と解決の方向性
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